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♥
新
成
人
は
や
は
り
華
や
か
で
素

敵
で
す
ね
。
以
前
、
大
仙
市
に
住
ん

で
い
た
私
は
ド
レ
ス
で
夏
の
成
人

式
に
行
き
ま
し
た
。
冬
に
行
わ
れ

る
成
人
式
は
寒
そ
う
で
す
が
、
着

物
が
と
て
も
華
や
か
で
す
。
私
も

着
物
着
て
み
た
か
っ
た
な
…
。
１
月

か
ら
由
利
地
域
で
「
ま
ご
こ
ろ
こ

ん
こ
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
in
鳥
海
山

麓
」
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

雪
が
降
る
と
ど
う
し
て
も
出
歩
く

機
会
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
っ

て
い
る
と
出
か
け
た
く
な
り
ま
す
。    

（
工
藤
さ
ん
・
２３
歳
・
西
目
地
域
） 

◆
１２
月
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
足
を

骨
折
し
、
今
は
杖
を
つ
い
て
い
ま

す
。
今
年
の
冬
は
寒
い
の
で
、
ぽ

ぽ
ろ
っ
こ
に
行
っ
て
温
ま
っ
て
も

ら
い
、
早
く
杖
な
し
で
歩
け
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
と
ろ

ろ
飯
は
じ
じ
の
大
好
物
で
す
。 

  

（
加
藤
さ
ん
・
１２
歳
・
本
荘
地
域
） 

♥
ぽ
ぽ
ろ
っ
こ
に
は
通
院
の
時
に

必
ず
寄
り
ま
す
。
野
菜
や
花
、
漬

け
物
、
餅
な
ど
い
ろ
い
ろ
新
鮮
で
、

楽
し
く
買
い
物
で
き
ま
す
。
特
に

キ
ノ
コ
が
大
好
き
で
す
。（
男
鹿
谷

さ
ん
・
７０
歳
・
岩
城
地
域
） 

♠
ぽ
ぽ
ろ
っ
こ
の
温
泉
は
子
ど
も

た
ち
が
大
好
き
で
、
週
末
に
利
用

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
泡

風
呂
と
露
天
風
呂
、
私
は
サ
ウ
ナ

へ
。
今
週
末
も
行
く
ぞ
！ 

  

（
　
サ
ウ
ナ
大
好
き
親
父
さ
ん
・

３３
歳
・
本
荘
地
域
） 

♥
い
つ
も
広
報
紙
が
届
く
の
が
と

て
も
楽
し
み
で
す
。
昔
の
嫁
は
新

聞
を
見
る
こ
と
も
許
さ
れ
ず
、
現

在
は
広
報
紙
が
最
大
の
愛
読
書
と

な
っ
て
い
ま
す
。  

（
眞
坂
さ
ん
・

８０
歳
・
鳥
海
地
域
） 

◆
地
域
の
情
報
が
多
く
、
楽
し
く

見
て
い
ま
す
。
写
真
な
ど
も
豊
富

で
と
て
も
見
や
す
い
で
す
。 

 

（
佐
藤
さ
ん
・
７４
歳
・
矢
島
地
域
） 

♣
広
報
紙
に
黄
色
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
見
や
す
く
な

っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。 

　（
原
さ
ん
・
２０
歳
・
本
荘
地
域
） 

○
△
□　
今
回
は

24
通
の
声
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
の

声
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
通
し
、

親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ど
う
か
雪
に
は
ま
だ
ま
だ
ご
用

心
く
だ
さ
い
。

　ひと月ほどにわたり、休みなく降り続いていた雪
がやんだのを見計らい、２　ほどに積もった屋根の
雪下ろしに当たる男性作業員
　　　　　　　　　　 （今月２日・矢島町城内で）
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表
彰
状
を
手
に
Ὶ
長
谷
部

市
長
へ
受
賞
を
報
告
す
る

佐
藤
さ
ん

（左）

神代杉を主素材とし、
寄せ木技法と挽き曲げ技法
で製作された「八重桔梗」

　
本
年
度
の
県
芸
術
選
奨
（
美
術

部
門
）
の
表
彰
式
が
二
月
三
日
、

県
庁
で
行
わ
れ
、
佐
藤
咲
夫
さ
ん

（
６０
歳
・
石
脇
）が
受
賞
し
ま
し
た
。

県
芸
術
選
奨
は
芸
術

文
化
の
振
興
を
目
的

と
し
、
優
秀
な
作
品

を
発
表
し
た
個
人
や

団
体
な
ど
に
贈
呈
さ

れ
る
も
の
で
す
。 

　
建
具
工
を
経
て
、

工
芸
家
と
し
て
「
工

房 

咲
」
を
主
宰
す
る

佐
藤
さ
ん
は
現
在
、

都
内
な
ど
で
の
個
展

を
中
心
に
活
躍
中
。

受
賞
作
の
器
「
八
重
桔
梗
」
で
は
「
同

じ
曲
線
を
作
る
た
め
の
微
妙
な
加
減

に
神
経
を
集
中
し
ま
し
た
」
と
振
り

返
り
、「
う
れ
し
さ
と
共
に
責
任
も

感
じ
て
い
ま
す
。
秋
田
伝
統
工
芸
研

究
会
の
一
員
と
し
て
児
童
を
対
象
に

し
た
木
工
教
室
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
出
せ
る
人
づ
く

り
に
も
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。 

き
き
ょ
う 

柳原　進さん（本荘地域）、

加藤理乃さん（本荘地域）、

佐藤千代子さん（矢島地域）、

三浦清治さん（鳥海地域）、

伊東聖子さん（矢島地域）
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①
命
綱
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、

　
忘
れ
ず
に
着
用
を 

　
安
全
帯
を
着
用
す
る
か
、

麻
ロ
ー
プ
を
「
も
や
い
結

び
」
に
し
て
命
綱
を
張
る
こ

と
。
命
綱
は
雪
を
下
ろ
す
屋

根
の
反
対
側
に
あ
る
木
や
柱

に
縛
る
か
、
ス
コ
ッ
プ
の
柄

な
ど
に
結
わ
え
て
雪
に
埋
め

る
な
ど
で
の
固
定
も
有
効
。 

②
は
し
ご
は
し
っ
か
り
固
定

　
は
し
ご
の
上
部
は
、
屋
根

の
ト
タ
ン
板
に
噛
ま
せ
る
道

具
な
ど
を
用
い
、
し
っ
か
り

と
固
定
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

軒
や
壁
に
立
て
か
け
ら
れ
な

い
場
合
で
も
、
不
安
定
で
滑

り
や
す
い
「
け
ら
ば
」（
斜
め

屋
根
）
に
は
絶
対
に
立
て
か

け
な
い
こ
と
。 

③
低
い
屋
根
で
も
油
断
禁
物 

　
屋
根
が
低
く
て
も
油
断
や

慣
れ
は
禁
物
。
ま
た
、
長
靴

は
滑
り
に
く
い
物
を
着
用
の

こ
と
。
甲
の
部
分
を
荒
縄
で

巻
く
こ
と
も
有
効
に
。 

④
屋
根
の
雪
は
少
し
残
し
て 

　
凍
っ
た
層
や
滑
り
や
す
い

ザ
ラ
メ
雪
な
ど
、
厚
さ
　
㌢

程
度
の
雪
は
残
す
こ
と
。 

⑤
携
帯
電
話
を
持
ち
作
業
を 

　
転
落
に
備
え
、
携
帯
電
話

は
必
ず
携
行
す
る
こ
と
。
救

助
要
請
の
交
信
、
ま
た
雪
に

埋
ま
っ
た
場
合
に
着
信
音
で

の
探
索
な
ど
に
有
効
。 

⑥
作
業
は
二
人
以
上
で
、 

　
近
隣
に
も
声
を
か
け
て 

　
万
一
の
事
故
に
備
え
、
お

互
い
に
確
認
し
合
え
る
態
勢

を
取
る
こ
と
。
目
立
つ
色
の

服
装
も
有
効
に
。 

⑦
周
囲
の
物
に
も
注
意
を 

　
雪
下
ろ
し
の
際
に
は
電
線

や
引
込
線
、
灯
油
の
ホ
ー
ム

タ
ン
ク
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
配

管
な
ど
に
注
意
す
る
こ
と
。 

　
電
線
な
ど
を
傷
め
た
場
合

は
専
門
業
者
な
ど
に
す
ぐ
に

連
絡
す
る
こ
と
。 

① 

除
雪
機
に
体
や
衣
服
を
巻

き
込
む
事
故
な
ど
が
例
年
、

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
除
雪
部

（
ロ
ー
タ
リ
ー
）に
雪
が
詰
ま
っ

た
ら
、
ま
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停

止
す
る
こ
と
。
行
進
の
際
に

体
な
ど
を
挟
ま
れ
た
り
、
頭

部
を
ぶ
つ
け
た
り
し
な
い
よ

う
、
周
囲
の
障
害
物
な
ど
に

も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。  

② 

流
雪
溝
は
決
め
ら
れ
た
時

間
と
ル
ー
ル
を
守
っ
て
利
用

し
ま
し
ょ
う
。  

　
ま
た
、
流
雪
溝
の
蓋
は
し

っ
か
り
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

開
い
た
ま
ま
に
す
る
と
、
通

行
す
る
人
や
車
を
巻
き
込
ん

だ
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

③ 

雪
水
害
防
止
や
防
火
用
水

を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
、

側
溝
や
堰
、
農
業
用
水
路
へ

の
投
雪
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

④ 

暖
か
い
日
に
は
一
気
に
屋

根
の
雪
が
滑
り
落
ち
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
屋
根
の
雪
の

ゆ
る
み
に
気
を
付
け
、
軒
下

を
歩
く
時
は
つ
ら
ら
の
落
下

や
落
雪
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

ま
た
、
雪
崩
の
危
険
も
高

ま
り
ま
す
。
道
路
脇
の
斜
面

な
ど
で
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

⑤ 

消
火
栓
や
ポ
ン
プ
置
場
は

み
ん
な
で
除
雪
に
協
力
し
、

万
が
一
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

⑥ 

地
震
や
火
災
な
ど
万
が
一

の
災
害
に
備
え
、
避
難
口
を

確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑦ 

ガ
ス
、
灯
油
な
ど
の
配
管

や
ス
ト
ー
ブ
の
煙
突
な
ど
を

点
検
し
、
ガ
ス
漏
れ
・
油
漏

れ
な
ど
の
事
故
を
防
止
し
て

く
だ
さ
い
。  

⑧ 

気
温
の
低
下
に
よ
る
水
道

管
の
凍
結
や
破
裂
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
水
抜
き
な
ど
を
行

い
、
凍
結
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

⑨ 

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊

や
果
樹
の
枝
折
れ
防
止
の
た

め
、
早
め
の
雪
処
理
を
行
い

ま
し
ょ
う
。  

⑩ 

特
に
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、

雪
に
よ
る
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
除
排
雪
作
業
に
無
理

は
厳
禁
。
休
憩
を
取
り
、
体

調
管
理
に
も
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。 

２０ 

　
年
明
け
か
ら
休
み
な
く
降
り
続
い
た
記
録
的
な
大
雪
に
よ
り
、
市 

で
は
一
月
二
十
日
に
「
豪
雪
対
策
本
部
」（
本
部
長
・
長
谷
部
市
長
） 

を
設
置
。
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
を
講 

じ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
後
も
矢
島
地
域
で
は
三
十
日
、
観
測
史
上
最
高
記
録
と
な
る 

積
雪
１
７
７
㌢
に
達
す
る
な
ど
、
例
年
を
上
回
る
積
雪
と
な
っ
て
お 

り
、
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
立
春
が
過
ぎ
、
降
雪
の
峠
は
越
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
寒 

気
が
緩
む
に
従
い
、
雪
崩
な
ど
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
除
排
雪 

作
業
に
は
引
き
続
き
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
併
せ
て
火
災
の
際
の
避
難 

路
の
確
保
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 降
雪
の
峠
は
越
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、 

寒
気
が
緩
む
に
従
い
、
雪
崩
の
発
生
も
心
配
さ
れ
ま
す 

雪
に
は
、引
き
続
き
ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 

体
育
館
の
屋
根
か
ら
落
雪
し
、
壁
へ 

と
の
し
か
か
る
雪
の
塊（
鳥
海
地
域
） 

屋根からの雪下ろし作業 
（２月２日・東由利地域で） 

地域の除雪に当たる市職員 
除雪協力隊（今月３日） 

作
業
小
屋
の
屋
根
が
陥
没 

（
矢
島
地
域
） 

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
損
壊 

（
同
） 

市内の雪害発生状況（２月７日現在） 
人的被害　死亡１人、重傷１２人、軽傷９人 
建物被害　住　家　一部損壊２３棟、浸水２棟、 
　　　　　非住家　全壊１８棟、半壊５棟、浸水４棟 
そ の 他　ビニールハウス３３棟、公共施設４６棟など 

雪
降
ろ
し
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に 

除雪機や流雪溝の使用 
 なども十分にご注意を 

急ぐ気持ちが事故の元です！急ぐ気持ちが事故の元です！ 

除雪機や流雪溝の使用 
 なども十分にご注意を 

急ぐ気持ちが事故の元です！ 

命
綱
の
結
び
方 

（
も
や
い
結
び
） 

上に重ねて 下から上へ 下から回って 
上から下へ 

締めて完成！ 
端末処理 
すれば 
より安全 



展
示
　
本
荘
郷
土
資
料
館
（
石
脇
・
入
館
料

は
大
人
百
円
）、
修
身
館
・
本
丸
の
館
（
本
荘

公
園
内
・
入
場
無
料
）ほ
か
約
３０
カ
所
の
施
設
、

個
人
宅 

①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
探
し
ｉｎ
本
荘
町
中
ひ
な

め
ぐ
り
（
３
月
３
日
〜
２１
日
） 

②
本
丸
の
館
ひ
な
ま
つ
り
（
３
月
６
日
１０
時

〜
午
後
２
時
）
▽
稚
児
衣
裳
の
園
児
に
よ
る

合
唱
、
お
ひ
な
さ
ま
に
変
身
し
ち
ゃ
お
う
、

本
荘
グ
ル
メ
出
店
、
本
荘
ご
て
ん
ま
り
作
り

体
験
な
ど 

③
本
荘
傘
鉾
つ
る
し
飾
り
作
り
体
験
（
３
月

７
日
〜
１２
日
午
後
１
時
〜
４
時
・
修
身
館
） 

④
抹
茶
提
供
（
３
月
１２
日
、
１９
日
〈
正
午
〜

午
後
４
時
〉・
本
荘
郷
土
資
料
館
、本
丸
の
館
） 

⑤
手
作
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
ｉｎ
由
利
本
荘
ひ
な
街

道
（
３
月
１３
日
１０
時
〜
午
後
４
時
・
本
丸
の

館
、
修
身
館
） 

⑥
ひ
な
菓
子
作
り
体
験
（
３
月
１９
日
〈
午
後

１
時
半
、
２
時
半
〜
〉・
齋
彌
酒
造
店
ギ
ャ
ラ

リ
ー
）
参
加
費
五
百
円 

⑦
小
さ
な
お
ひ
な
様
作
り
体
験
（
３
月
１９
日

午
後
１
時
〜
３
時
・
修
身
館
）参
加
費
八
百
円 

問
い
合
わ
せ
先
　
市
観
光
協
会
本
荘
支
部

（
1
２４
―
６
３
４
９
） 

   

展
示
　
矢
島
郷
土
資
料
館
（
矢
島
町
七
日
町
・

入
館
料
は
無
料
）
ほ
か
約
３０
カ
所
の
施
設
、

個
人
宅 

「
矢
島
共
通
ひ
な
め
ぐ
り
券
」（
三
百
円
・
大

井
家
な
ど
６
カ
所
の
会
場
を
巡
り
ま
す
） 

　
地
域
の
古
い
風
習
「
矢
島
柳
飾
り
」を
復
活
、

主
要
施
設
で
展
示
し
て
い
ま
す
。 

　
ひ
な
メ
ニ
ュ
ー（
昼
食
。
数
量
限
定
・
要
予

約
）も
あ
り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先
　
矢
島
ひ
な
め
ぐ
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
1
５５
―
４
９
５
３
） 

    

展
示
　
亀
田
城
佐
藤
八
十
八
美
術
館
（
岩
城

下
虻
田
）、
岩
城
歴
史
民
俗
資
料
館
（
天
鷺
村
）

〈
２
施
設
入
館
共
通
券
は
大
人
五
百
円
、子
ど

も
は
無
料
〉
ほ
か
６
カ
所
の
施
設
、
商
店 

※
町
中
ひ
な
め
ぐ
り
は
４
月
３
日
ま
で 

「
食
の
体
験
〜
つ
ば
き
餅
づ
く
り
」（
３
月
の

毎
週
木
曜
日
１０
時
・
天
鷺
村
茶
屋
。
参
加
費

五
百
円
。
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
） 

  

「
亀
田
地
獄
う
ど
ん
づ
く
り
」「
ひ
な
メ
ニ
ュ

ー（
遊
山
会
）」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先
　
天
鷺
村（
1
７４
―
２
５
２
５
） 

    

展
示
　
出
羽
伝
承
館
（
Ｊ
Ｒ
羽
後
岩
谷
駅
前
・

入
館
料
は
無
料
）、
歴
史
民
俗
資
料
館
（
岩
谷

町
）ほ
か
商
店
１
カ
所 

「
雛
こ
け
し
絵
付
け
体
験
」（
３
月
２０
日
９
時

半
・
羽
後
岩
谷
駅
Ｐ
Ｒ
館
。
体
験
料
は
一
個

に
つ
き
九
百
円
。
定
員
１５
人
） 

問
い
合
わ
せ
先
　
大
内
教
育
学
習
課
（
1
６５

―
２
２
１
０
） 

　
由
利
高
原
鉄
道
　
で
は
、
由

利
本
荘
ひ
な
街
道
に
合
わ
せ
、

「
お
ひ
な
っ
こ
列
車
」
を
運
行
し

ま
す
。 

　
３
月
３
日
か
ら
同
月
２１
日
ま

で
の
毎
日
、
矢
島
駅
９
時
５０
分

発
本
荘
行
き
と
、
羽
後
本
荘
駅

１０
時
５０
分
発
矢
島
行
き
で
運
行
。

大
井
家
の
お
内
裏
様
を
掲
載
し

た
「
記
念
乗
車
券
」（
片
道
五
百

八
十
円
）で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
高
原
鉄

道（
1
５６
―
２
７
３
６
） 

   

　
各
地
域
を
バ
ス
で
出
発
し
て
、

矢
島
地
域
（
３
月
１０
日
、
１１
日
）

と
岩
城（
亀
田
）地
域
（
同
１５
日
、

１６
日
）を
そ
れ
ぞ
れ
ゆ
っ
く
り
歩

い
て
巡
り
ま
す
。
半
日
ほ
ど
歩

い
て
見
学
で
き
る
健
康
な
方
を

募
集
し
ま
す
。 

　
募
集
定
員
は
本
荘
発
・
西
目

経
由
コ
ー
ス
が
２０
人
、
ほ
か
の
コ

ー
ス
は
１５
人
で
、
市
民
の
方
に

限
り
ま
す
。（
筆
記
用
具
持
参
） 

参
加
費
　
千
五
百
円
（
入
館
料
・

昼
食
代
。
当
日
集
金
し
ま
す
） 

受
付
開
始
　
今
月
１７
日
　 

午
前

９
時
〜（
先
着
順
） 

４ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう ２３ ２ １５ ５ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２０１１ 

※各展示施設とも

３月３日～21日は

無休。詳しくは、

それぞれにお問い

合わせください。

「
私
た
ち
も
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
話
す 

保
坂
琉
杏
さ
ん
（左）
と
お
母
さ
ん
の
律
子
さ
ん 

三
月
三
日
は
‎
ひ
な
祭
り
Ί‏
桃
の
節
句
と
も
言
わ
れ
Ὶ
ひ
な
人
形
を
飾
り
Ὶ
桃
の
花
や
ひ
な
菓
子
な
ど
を
供
え
て

祝
い
Ὶ
女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
年
中
行
事
で
す
Ί
市
で
は
Ὶ
地
域
の
ひ
な
人
形
を
展
示
し
Ὶ

‎
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
‏
を
開
催
し
ま
す
Ί
郷
土
に
根
ざ
し
た
ひ
な
人
形
の
数
々
や
趣
向
を
凝
ら
し
た

行
事
な
ど
を
通
じ
て
‎
春
の
訪
れ
‏
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ℹ
う
か 

῵
῵
῵

「
ひ
な
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
や
「
ひ
な
飾
り
作
り
体
験
」
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
目
白
押
し
。
雅
な
お
ひ
な
様
に
触
れ
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。 

（株） 

●ひなめぐりバスツアー日程 

参加対象地域  出発地  月日 

①本荘・西目 

②鳥海 

③東由利・由利 

④岩城・大内 

⑤西目・本荘 

⑥鳥海・矢島・由利 

⑦東由利・大内 

8：30

8：50

8：30

8：20

9：10

8：30

9：00

市役所本庁

紫　水　館

東由利総合支所

岩城総合支所

シ ー ガ ル

紫　水　館

東由利総合支所

時刻 経由地  見学時間 

8：50

9：00

　

9：30

9：40

シ ー ガ ル

善　隣　館

市役所本庁

大内道の駅

時刻 

9：30

14：00

〜

10：00

14：00

〜

帰りの経由地 

14：45

14：50

14：35

14：30

14：20

シ ー ガ ル

紫　水　館

善　隣　館

市役所本庁

大内道の駅

時刻 到着地  申し込み・お問い合わせ先 

15：05

15：05

15：25

14：50

15：30

15：00

市役所本庁

東由利総合支所

岩城総合支所

シ ー ガ ル

紫　水　館

東由利総合支所

本荘郷土資料館

鳥海教育学習課

東由利教育学習課

西目教育学習課

鳥海教育学習課

大内教育学習課

時刻 

（24−3570）

（57−2881）

（69−2310）

（74−2500）

（33−2315）

（57−2881）

（65−2210）

亀 田 出 張 所
大 内 道 の 駅

日 　 新 　 館
善 　 隣 　 館

8：40
9：00

9：00
9：20

大 内 道 の 駅
亀 田 出 張 所

善 　 隣 　 館
日 　 新 　 館

14：40
15：00

14：40
15：00

亀田城
佐藤八十八美術館

矢
　
　
島 

岩
　
城 

（木） 
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◎
国
保
の
「
加
入
・
脱
退
」
は
窓

　
口
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す 

　
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場

合
は
、
　
日
以
内
に
届
け
ま
し
ょ

う
。
（
会
社
な
ど
で
は
手
続
き
を

行
い
ま
せ
ん
） 

☆
本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

　
交
付
の
際
は
本
人
確
認
の
た
め
、

運
転
免
許
証
や
住
基
カ
ー
ド
な
ど
、

官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
身
分

証
明
書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

本
人
確
認
が
で
き
な
い
場
合
に
は

保
険
証
を
自
宅
に
送
付
し
ま
す
。 

    

　
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た

場
合
で
被
保
険
者
期
間
が
継
続
し

て
２
カ
月
以
上
あ
っ
た
方
は
申
請

す
る
こ
と
で
、
２
年
間
は
健
康
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
国

保
と
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
喪
失
後
　
日
以
内

に
全
国
健
康
保
険
協
会
秋
田
支
部

か
本
荘
年
金
事
務
所
（
旧
本
荘
社

会
保
険
事
務
所
）
に
て
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
「
70
〜
74
歳
の
方
」
の
医
療 

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
　

歳
に
な
る
と
、
窓
口
で
の
負
担
割

合
を
記
載
し
た
「
高
齢
受
給
者

証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
（
対
象

の
方
に
市
が
送
付
し
ま
す
） 

　
　
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
誕
生

日
が
１
日
の
方
は
そ
の
月
）
か
ら
、

受
診
の
際
に
「
高
齢
受
給
者
証
」

と
「
保
険
証
」
の
両
方
を
医
療
機

関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
75
歳
の
誕
生
日
当
日
か
ら
は
後

　
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
医
療
を

　
受
け
る
こ
と
に
な
り
「
後
期
高

　
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
が
交

　
付
さ
れ
ま
す 

 

　
医
療
機
関
で
の
窓
口
自
己
負 

　
担
が
平
成
24
年
３
月
ま
で『
１
　

　
割
』
に
据
え
置
か
れ
ま
す 

　
対
象
と
な
る
方
に
は
３
月
中
旬

以
降
、
新
た
な
高
齢
受
給
者
証
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届

き
ま
し
た
ら
ご
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。
（
詳
細
は
本
紙
３
月
１
日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
） 

◎
退
職
者
医
療
制
度 

　
職
場
な
ど
を
退
職
し
て
国
保
に

加
入
し
た
方
と
会
社
な
ど
に
勤
務

さ
れ
て
い
る
現
役
の
方
が
助
け
合

い
、
退
職
後
の
医
療
を
支
え
合
う

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
制
度
で
す
。 

　
次
の
対
象
と
な
る
方
で
、
現
在

お
持
ち
の
保
険
証
の
左
上
に
「
退

職
被
保
険
者
証
」
と
記
載
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
そ
の
保
険
証
と
年

金
証
書
（
加
入
期
間
が
わ
か
る
も

の
）
を
お
持
ち
の
上
、
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
。 

対
象
者
　
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
　
歳
未
満
の
方
で
、
次
の
い
ず

　
れ
か
に
該
当
す
る
方 

　
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
に

　
　
年
以
上
加
入
し
て
、老
齢（
退

　
職
）
年
金
な
ど
を
受
け
取
る
こ

　
と
が
で
き
る
方 

　
　

歳
以
降
に
厚
生
年
金
、
共
済

　
年
金
な
ど
に
　
年
以
上
加
入
し

　
て
、
老
齢（
退
職
）年
金
な
ど
を

　
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
方 

　
　
　
　
に
該
当
す
る
退
職
被
保

　
険
者
の
扶
養
家
族
（
た
だ
し
、

　
退
職
被
保
険
者
と
同
一
世
帯
で

　
主
に
そ
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計

　
を
維
持
し
て
い
る
方
） 

１４ 

７０ 

７０ 

６５ ２０ ４０ 

１０ 

２０ 

●
国
保
に
つ
い
て
詳
し
く
は 

   

市
民
課（
国
保
担
当
） 

　
　
　
24
―
６
２
４
５ 
国
民
健
康
保
険 

お
知
ら
せ
し
ま
す 

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
万
が
一
の
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
て
、
加
入
者

が
健
康
な
と
き
か
ら
、
お
金（
国
民
健
康
保
険
税
）を
出
し
あ
っ
て
医
療
費
な

ど
を
補
助
す
る
「
助
け
合
い
の
制
度
」
で
す
。
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
、
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
方
以
外
は
す
べ
て
の
方
が
国
保
の
加
入
者
と
な
り
ま
す
。 

ご
存
じ
で
す
か 

　
期
限
を
過
ぎ
て
も
国
保
税
を
納

め
な
い
で
い
る
と
、
督
促
が
行
わ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
納
税
相
談
や

指
導
が
行
わ
れ
て
も
な
お
、
滞
納

が
続
く
と
有
効
期
限
の
短
い
短
期

被
保
険
者
証
と
な
り
、
納
税
相
談

を
し
な
け
れ
ば
保
険
証
が
発
行
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
れ
で
も
納
税
相
談
を
し
て
い

た
だ
け
な
い
場
合
や
特
別
な
事
情

も
な
く
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る

場
合
に
は
、
保
険
証
を
返
還
し
て

も
ら
い
、
代
わ
り
に
資
格
証
明
書

が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

　
資
格
証
明
書
は
、
国
保
の
被
保

険
者
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
示
す
証

明
書
で
、
保
険
証
の
よ
う
に
医
療

機
関
で
保
険
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
医
療
費
を
い

っ
た
ん
全
額
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

　
滞
納
し
て
い
る
国
保
税
を
完
納

し
た
場
合
な
ど
に
は
新
た
に
保
険

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

※
短
期
・
資
格
証
世
帯
の
高
校
生
世
代

　
以
下
の
方
に
限
り
、
有
効
期
間
が
６

　
カ
月
の
短
期
被
保
険
者
証
が
自
動
的

　
に
更
新
、
交
付
さ
れ
ま
す 

◎
国
保
税
の
滞
納
に
ご
注
意
を 

◎
第
三
者
行
為 

　
交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行

為
に
よ
っ
て
傷
病
を
受
け
た
場
合

で
も
国
保
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
一
時
的
に
国
保
が
立
て
替
え

払
い
を
し
、
加
害
者
に
請
求
し
ま

す
。
示
談
の
前
に
必
ず
国
保
に
連

絡
し
、
事
故
証
明
書
、
保
険
証
、

印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
そ
の
他
　
　 

　
病
気
と
み
な
さ
れ
な
い
も
の

（
健
康
診
断
や
美
容
整
形
な
ど
）

や
業
務
上
の
病
気
や
ケ
ガ
の
た
め
、

労
災
保
険
の
対
象
と
な
る
も
の
に

は
保
険
証
は
使
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、

け
ん
か
や
泥
酔
、
故
意
・
犯
罪
に

よ
る
ケ
ガ
や
病
気
に
つ
い
て
は
給

付
の
制
限
の
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

「臓器移植意思表示シール」 
　　　　  お配りしています 

■加入するとき 
事　　　由 手続きに必要なもの 

■脱退するとき 

■その他 
氏名、住所、世帯主がかわったとき　・保険証 
修学のため、別に住所を定めるとき　・保険証、在学証明書 
保険証をなくした、汚れてつかえない・破損・汚損の保険証 

職場の健康保険に入ったとき、職場 
の健康保険の被扶養者になったとき 

・職場の健康保険証または健康保険取得証明書 
・国保の保険証 

・健康保険資格喪失証明書 
・年金証書（６５歳未満で厚生年金や共済年 
　金の加入期間が２０年以上か、４０歳以降１０ 
　年以上加入期間がある方 

職場の健康保険を脱退したとき、職 
場の健康保険の被扶養者からはずれ 
たとき 

伊藤内科医院 
猪股医院 
奥山内科医院 
作左部医院 
さけみ小児科クリニック 
佐々木産婦人科医院 
佐藤病院 
さとうハートクリニック 
しぶやこまちクリニック 
清水泌尿器科内科医院 
鈴木小児科 
菅原病院 
本荘整形外科 
本荘第一病院 
中央線診療所 
由利組合総合病院 
松ケ崎診療所 
吉尾クリニック 
内藤クリニック 
わかまつ内科クリニック 
梵天内科クリニック
大井医院 
木村医院 
佐藤医院 
風平診療所 
国立病院機構あきた病院 
佐々木医院 
渡邊医院 
伊藤医院（伊藤伸一） 
いとう内科医院 
小松医院（小松良竹） 
きくち医院 
加賀医院 
鳥海診療所 
院内診療所 
小出診療所 
神坂医院 
金病院 

24－2616 
22－4800 
22－5031 
22－0314 
28－5101 
22－2358 
22－6555 
23－8600 
24－0030 
22－3100 
44－8282 
22－1604 
28－0288 
22－0111 
27－2301 
27－1200 
28－2040 
24－4103 
22－1808 
22－7521 
28－0015 
56－2871 
56－2005 
56－2065 
73－3333 
73－2002 
72－2100 
53－3611 
67－2321 
62－1050 
69－2531 
32－1077 
57－3456 
57－2003 
36－2150 
36－2124 
43－3108 
43－5522
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子
宮
頸
が
ん 

ヒ
ブ 

肺
炎
球
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電話 
番号 

医療機関名 

本
　
　
　
　
　
　
　
荘 

矢
島 

岩
城 

大
内 

鳥
海 

由利 

西目 
東由利 

に
か
ほ
市 

※市と契約した医療機関での接種に限り、無料となります 

◆ワクチンを接種できる医療機関（2月1日現在） 

子宮頸がん（HPV）予防ワクチン 
 ヒブ（インフルエンザ菌b型）ワクチン 
  小児用肺炎球菌ワクチン 

全額助成 2月1日から 

◎対象の予防接種 
　子宮頸がん（ＨＰＶ）予防ワクチン 
　対象者　中学1年生～高校1年生 
　接種回数　３回 
　ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン 
　対象者　０歳～４歳 
　接種回数　『初回接種時』の年齢 
　　により回数が異なります 
　○生後２カ月～６カ月　　４回 
　○生後７カ月～１歳未満　３回 
　○１歳～４歳　　　　　　１回 
　小児用肺炎球菌ワクチン 
　対象者　０歳～４歳 
　接種回数　『初回接種時』の年齢 
　　により回数が異なります 
　○生後２カ月～６カ月　　４回 
　○生後７カ月～１歳未満　３回 
　○１歳～２歳未満　　　　２回 
　○２歳～４歳　　　　　　１回 
 

 【注意事項】 
　○子宮頸がんワクチン予防接種を 
　　希望の高校１年生の方で、本年 
　　度初回接種をされた方のみ２３年 
　　度、追加接種の対象になります。 
　○接種希望される方は、希望する 
　　実施医療機関へ予約し、母子手 
　　帳を必ず持参してください。 

問い合わせ先 

健康管理課 TEL22―1834
各総合支所市民福祉課 
または各実施医療機関 

　臓器提供についての意思表示を 
したい方は意思表示シールに記入 
し、保険証の裏面に貼り付けるこ 
とで意志を表すことができます。 
　臓器提供についてのパンフレッ 
トを併せてお配りしています。ご 
希望の方は市民課または各地域の 
総合支所市民福祉課までおいでく 
ださい。 

　これまで任意接種の費用は全額自己負担でしたが、 
２月１日から来年３月３１日までの期間、次の３つの 
予防接種を市と契約した医療機関で実施した場合、 
公費によって全額助成され、無料となります。 
　詳しい内容についてはお問い合わせください。 

3つの予防接種が“無料”に 

任
意
継
続
被
保
険
者
制
度 
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ご注意：ハローワークで発行する紹介状と市専用の履歴書を提出してください。面接試験による選考（職種によっては書類選考あり）を行います。
　　　　県緊急雇用創出臨時対策基金事業による雇用期間は、通算して１年までの期間に制限されます。

職　　　種 種別 主な勤務内容 募集人員 施設名・勤務地 勤務時間 応  募  資 格 雇 用 期 間 受付期限 申し込み・問い合わせ先

振興課事務処理に係る事務補助
西目総合支所　振興課

鳥海総合支所　振興課

鳥海総合支所　振興課

企画調整課

大内総合支所
下川大内出張所

市役所本庁、各総合支所

特別養護老人ホーム
 「東光苑」
特別養護老人ホーム
 「鳥寿苑」
特別養護老人ホーム
 「東光苑」

特別養護老人ホーム
 「鳥寿苑」

収納課、
各総合支所振興課

鳥海診療所

岩谷保育園

下川大内保育園

岩谷保育園

上川大内保育園

由利総合支所　建設課

矢島バイオセンター

長寿支援課

市民課市民相談室

生活環境課

本荘保健センター

市内小・中学校

情報事務処理業務に係る事務補助
（パソコンデータ入力など）

パソコン操作可能な方（標準的な
ワープロ、表計算ソフトの操作）

パソコン操作可能な方（エクセル
初級相当の操作）

パソコン操作可能な方（標準的な
ワープロ、表計算ソフトの操作）

雇用期間内にホームヘルパー２級
の資格を取得すること

ホームヘルパー２級以上の資格を
有する方
調理師免許を取得していることが
望ましい

調理師免許を取得していることが
　　　　　　　　　　　望ましい

看護師または准看護師免許を有す
る方

保育士免許を有する方

自動車運転免許

大型特殊免許、車両系建設機械運
転技能講習会受講済みの方

保健師、看護師、准看護師、介護
支援専門員のいずれかの資格を有
する方
雇用期間内に介護認定調査員研修
を修了すること
自動車運転免許

自動車運転免許
パソコン操作可能な方

保育士または教員免許を有する方、
または障がい児福祉関係業務経験者

（受講費など
は市が負担）

出張所事務処理に係る事務補助

固定資産地籍再調査事業などに係る
事務補助

地域振興事業などに係る事務補助

介護業務

調理業務

洗濯、清掃業務

施設管理業務（宿直）

看護業務

保育業務

保育補助業務

消費生活相談や関連事務

市税の納付相談や徴収

調理業務

道路維持管理、冬期除雪作業
堆肥製造・製品袋詰め・運搬・販売
など

介護認定申請者宅の訪問調査や認定
調査票の作成

公共施設などのごみ収集運搬や環境
美化作業
未就学児の発達支援相談、個別・グ
ループ療育指導業務
通常学級に在籍する障がいを持つ児
童生徒の学習・生活支援

１人

１人

１人

１人

１人

９人

２人

２人

２人

１人

１人

１人

１人

２人

１人

１人

１人

１人

１人

１人

１人

１人

１人

３人

３人

１人

３人

事　務　補　助　員
 （ 産　休　代　替 ）

事　務　補　助　員

介　　　 護 　　　員

調　　　 理 　　　員

用　　　 務 　　　員

宿　直　代　行　員

看　　　 護 　　　師

保　　　 育 　　　士

パ　ー　ト　保　育　士

パ ー ト 保 育 補 助 員

パ　ー　ト　調　理　員

道 路 維 持 作 業 員

バイオセンター従業員

介護保険認定調査員

消 費 生 活 相 談 員

納　税　相　談　員

ごみ収集運搬作業員

発 達 支 援 相 談 員

学 校 生 活 サ ポ ー ト

週５日勤務
（38時間45分）

週５日勤務
（38時間45分）

週５日勤務
（38時間45分）

週20時間以内

週４日勤務
（29時間）

３月８日から６月27日
（更新の場合あり）

西目総合支所　振興課
☎33－4610

鳥海総合支所　振興課
☎57－2201
総務課

☎24－6216
大内総合支所　振興課

☎65－2212
鳥海総合支所　振興課

☎57－2201
総務課

☎24－6216
特別養護老人ホーム
「東光苑」☎69－2251
特別養護老人ホーム
「鳥寿苑」☎57－2500

特別養護老人ホーム
「鳥寿苑」☎57－2500

特別養護老人ホーム
「東光苑」☎69－2251

鳥海診療所
☎57－2003

大内総合支所　振興課
☎65－2212

由利総合支所　振興課
☎53－2112

矢島総合支所　産業課
☎ 55－4956

総務課
☎24－6216

学校教育課
☎24－6283

４月１日から
６カ月間
（更 新 可）

４月１日から
６カ月間
（更 新 可）

４月１日から
平成24年３月31日

２月25日㈮

３月９日㈬

３月９日㈬

２月25日㈮

２月25日㈮

２月28日㈪

３月10日㈭

２月25日㈮

２月25日㈮

４月１日から
１年間

（更 新 可）

週４日勤務
（29時間）

週５日勤務
（29時間）

週５日勤務
（29時間）

週５日勤務
（25時間以内）
週５日勤務

（28時間45分）

週４～５日勤務
（１日７時間45分）

週５日勤務
（38時間45分）

月15日勤務
（１日７時間45分）

午後５時～
翌日午前８時30分

臨　
　
　

時

臨　
　
　
　
　
　
　
　

時

 

（
県
緊
急
雇
用
）

臨　
　
　

時

嘱　
　
　

託

　臨時・嘱託職員の募集概要をお知らせします。詳しくはハローワークに備え付けの「募集要項」でご確認ください。（重複しての応募はできません）

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成23年２月15日号平成23年２月15日号平成23年２月15日号

　市内の新規就農者や肉用牛経
営に取り組む農業後継者などに
定額の支援を行います。

　
支援期間　１年間
　 （本年４月～平成24年３月）
対象　新規就農者で申請時の年
　齢がおおむね40歳以下の方（就
　農計画書などが必要です）
助成額　年額30万円以内
定員　５人

　
○肉用牛研修コース（県または市）
会場　ゆり高原ふれあい農場
研修期間　１年間または６カ月間
　 （本年４月～平成24年３月）
対象　新規就農者または現在農
　業を営む方で肉用牛の繁殖、
　肥育経営を志向する方で申請
　時の年齢がおおむね40歳以下
　の方（研修計画書が必要です）
助成金　期間中月額10万円以内
定員　１人
　
　申請は随時受け付けますが、
①は「今期の就農、作付、営農
が可能な時期まで」となります。
※申請書などの審査によって、助
　成を決定します。定員になり次
　第、募集を終了します。

申し込み・問い合わせ先

　農業振興課
　☎24－6353、FAX 22－5107
　または各総合支所産業課
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Ａ
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者
に
感

謝
を
込
め
て
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
27
日
㈰　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

イ
ベ
ン
ト　

ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
・
雪

　

上
車
体
験
、
雪
上
ゲ
ー
ム
、
雪

　

中
お
宝
さ
が
し
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
海
総
合
支
所

　

産
業
課　

☎
57―

２
２
０
５

　

参
加
料
は
３
千
円
（
中
学
生
以

下
１
千
円
）。
申
し
込
み
は
２
月

25
日
㈮
ま
で
。

日
時　

３
月
６
日
㈰　

午
前
10
時

　

〜
競
技
開
始

会
場　

鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場

競
技
種
目　

ス
キ
ー
ク
ロ
ス
、
ス

　

ノ
ー
ボ
ー
ド
ク
ロ
ス
、
ス
キ
ー

　

ボ
ー
ド
ク
ロ
ス

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
海
高
原
矢
島

　

ス
キ
ー
場　

☎
56―

２
１
８
２

　

手
づ
く
り
の
紙
し
ば
い
を
通
し

て
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
、
命
の

大
切
さ
な
ど
、
人
と
人
と
の
ふ
れ

あ
い
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
５
日
㈯　

午
前
10
時

　

〜
正
午
（
入
場
無
料
）

会
場　

出
羽
伝
承
館
（
ぽ
ぽ
ろ
っ

　
こ
（
大
内
）
隣
）

出
演　

石
渡
力
造
さ
ん（
東
由
利
）、

　
佐
藤
重
一
さ
ん
（
鳥
海
）、
冨

　
士
盛
久
美
子
さ
ん
（
大
内
）、

　

そ
よ
か
ぜ
（
西
目
）、
わ
っ
こ

　

の
会
（
岩
城
）、
ゆ
り
か
ご
の

　

会 （
本
荘
）、
ホ
ッ
ト
ハ
ー
ト

　

由
利
、
の
皆
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
生

　

涯
学
習
課　

☎
24―

６
２
８
４
、

　

健
康
管
理
課　

☎
22―

１
８
３

　

４
◎
早
春
や
し
お
元
気
ま
つ
り

日
時　

３
月
６
日
㈰　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

会
場　

八
塩
い
こ
い
の
森

イ
ベ
ン
ト　

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
体
験
、

　

ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
、
け
つ
じ
ょ
り

　

レ
ー
ス
、
雪
中
宝
さ
が
し
な
ど

◎
雪
山
八
塩
登
山
（
標
高
713
㍍
）

　

参
加
料
は
600
円
。
下
山
後
は
黄

桜
温
泉
で
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

（
要
事
前
申
し
込
み
）

日
時　

３
月
13
日
㈰　

午
前
９
時

　

東
由
利
総
合
支
所
前
集
合
、
午

　

後
３
時
解
散
（
予
定
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
観
光
協
会
東
由
利
支
部
（
東

　

由
利
総
合
支
所
産
業
課
内
）　

　

☎
69―

２
１
１
６
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　会期や日程は今後変更になる場合があ
ります。傍聴の際などは事前にご確認く
ださい。
会　期　２月22日㈫～３月18日㈮
●２月22日㈫…本会議（開会、議案の説明）
●３月３日㈭、４日㈮
　　…本会議（会派代表質問、一般質問）
●７日㈪…本会議（一般質問）
●８日㈫…本会議（一般質問、議案質疑）
●９日㈬～15日㈫（土、日を除く）
　　　　…各常任委員会・特別委員会
●18日㈮…本会議（質疑、討論、採決、閉会）
本会議開会時刻　
　２月22日㈫、３月18日㈮…午前10時
　３月３日㈭～８日㈫（土、日を除く）
　　　　　　　　　　　　…午前９時30分
問い合わせ先　議会事務局　☎24－6386

公
営
住
宅

　

岩
城
地
域　

  
１
戸
（
愛
宕
）

　
　
　
　
　
　

  
１
戸
（
天
鷺
）

　
　
　
　
　
　

  

１
戸
（
鶴
岡
）

　
　
　
　
　
　

  

１
戸
（
愛
宕
東
）

申
込
期
限　

２
月
25
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

入

　

居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
都

　

市
計
画
課　

☎
24―

６
３
３
４
、

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課

対
象　
大
学
・
短
大
・
高
等
専
門
学

　
校
・
専
修
学
校
・
高
校
の
学
生

貸
与
月
額　
高
校
生
な
ど
２
万
円
以

　
内
、
大
学
生
な
ど
５
万
円
以
内

※

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
、

　

各
教
育
学
習
課
に
備
え
付
け
の

　

申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
必

　

要
書
類
と
と
も
に
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。
選
考
委
員
会
に
て
採

　

用
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

申
込
期
間　
３
月
10
日
㈭
〜
31
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
☎

　

24―

６
２
８
９
）、
各
教
育
学

　

習
課

日
時　
３
月
５
日
㈯　
午
後
２
時
〜

会
場　

岩
城
会
館　

日
本
海
の
間

内
容
・
講
師　

 「
子
ど
も
の
運
動

　

指
導
と
発
達
」―

ム
ー
ブ
メ
ン

　

ト
教
育
の
立
場
か
ら―

・
秋
田

　

大
学
教
育
学
部　

講
師　

松
本

　

奈
緒
さ
ん

対
象　

ス
ポ
少
指
導
者
、
親
の
会

　

会
員
、本
部
委
員
、各
種
ス
ポ
ー

　

ツ
団
体
関
係
者

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
内
ズ
ッ
ク

　

 （
運
動
で
き
る
服
装
で
お
い
で

　

く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

２
月
28
日
㈪
正
午
ま
で
、
教
育

　

委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課　

☎
24―

　

６
１
８
３

　

市
で
は
、
次
の
①
〜
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
高
齢
者
を
３
月

１
日
ま
で
の
間
、
在
宅
で
６
カ
月

以
上
継
続
し
て
介
護
し
て
い
る
家

族
の
方
に
、
介
護
手
当
を
支
給
し

ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
介
護

　

状
態
区
分
が
要
介
護
４
ま
た
は

　
５
の
方

②
介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
介
護

　

状
態
区
分
が
要
介
護
３
で
、
認

　

知
症
の
症
状
が
重
度
と
認
め
ら

　

れ
る
方

③
介
護
保
険
法
に
よ
る
認
定
は
受

　

け
て
い
な
い
が
、 

①
②
に
相
当

　

す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

　
 （

市
担
当
者
が
調
査
し
ま
す
）

申
請
期
間　

２
月
16
日
㈬
〜
３
月

　

15
日
㈫

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

長
寿
支
援
課　

☎
24―

６
３
２

　

２
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

　

福
祉
課

　

１
月
11
日
以
降
、
県
内
の
海
岸

な
ど
へ
漂
着
し
た
大
量
の
丸
太
は
、

関
係
機
関
が
所
有
者
な
ど
を
調
査

中
で
す
が
、
い
ま
だ
確
認
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
。
漂
着
の
状
況
な
ど

か
ら
植
物
検
疫
の
行
わ
れ
て
い
な

い
外
国
産
の
木
材
で
あ
る
可
能
性

が
高
く
、
所
有
者
の
不
明
や
衛
生

面
で
の
安
全
性
に
問
題
が
あ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
持
ち
去
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
建
設
交
通
部

　

河
川
砂
防
課　

管
理
班　

☎
０

　

１
８―

８
６
０―

２
５
３
２

　

本
荘
北
中
学
校
体
育
館
の
耐
震

補
強
工
事
に
伴
い
、
部
活
動
の
練

習
場
所
確
保
の
た
め
、
石
脇
体
育

館
と
本
荘
第
二
体
育
館
は
次
の
時

間
帯
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

制
限
日
・
時
間　

４
月
１
日
〜
６

　

月
30
日
ま
で
の
平
日
、
午
後
４

　

時
〜
７
時

※

前
記
以
外
の
時
間
帯
は
こ
れ
ま

　

で
ど
お
り
使
用
可
能
で
す

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
ス

　

ポ
ー
ツ
課　

☎
24―

６
２
８
７

　

経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き
な
い
低

所
得
世
帯
に
対
し
て
、
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
申
込
用
紙
は

市
企
画
調
整
課
、
各
総
合
支
所
振

興
課
へ
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
）

対
象　

①
生
活
保
護
世
帯
な
ど
で

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免

　

除
の
世
帯
／
②
住
民
税
が
非
課

　

税
の
世
帯

支
援
内
容　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　

対
応
の
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１

　

台
）
の
無
償
給
付
な
ど
を
行
い

　

ま
す
（
対
象
世
帯
に
よ
り
支
援

　

の
内
容
、
申
し
込
み
方
法
な
ど

　

が
異
な
り
ま
す
）。
詳
し
く
は

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省
地
デ
ジ

　

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン

　

タ
ー
【
放
送
受
信
料
全
額
免
除

　
世
帯
へ
の
支
援
】 ☎
０
５
７
０

　

―

０
３
３
８
４
０
／
【
住
民
税

　

非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
】 

☎
０

　
５
７
０―

０
２
３
７
２
４

　

平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
贈
与
税
の
申
告
、
納
税
は

３
月
15
日
㈫
、
個
人
事
業
者
の
消

費
税
と
地
方
消
費
税
の
申
告
、
納

税
は
３
月
31
日
㈭
が
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

申
告
書
の
作
成
、
提
出
は
最
高

５
千
円
の
税
額
控
除（
初
回
の
み
）

な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

税
務
署
の
申
告
会
場
で
は
平
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

相
談
と
申
告
書
の
受
け
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
税
務
署

　

☎
22―

２
３
３
５

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

【受付口座】秋田銀行および北都銀行各店に
　救援金専用の振込用紙が備えられています
※振込手数料は無料です
　　このほか、郵便振替でも取り扱っていま
　す。詳しくは郵便局窓口まで。日本赤十字
　社窓口（市役所福祉支援課、各総合支所市
　民福祉課）でも受け付けています。
◆問い合わせ先　福祉支援課　☎24－6315

平成23年２月15日号平成23年２月15日号平成23年２月15日号



新着案内
《一般書》
モルフェウスの領域　　海堂　　尊
エルニーニョ　　　　　中島　京子
やぶへび　　　　　　　大沢　在昌
首都感染　　　　　　　高嶋　哲夫
天使の報酬　　　　　　真保　裕一
一刀斎夢録　　　　　　浅田　次郎
男嫌いの姉と妹　　　　佐藤　雅美
あの頃の誰か　　　　　東野　圭吾
人生やり直し読本　　　柳田　邦男
Ａ３　　　　　　　　　森　　達也
理科系冷遇社会　　　　林　　幸秀
楽器から見るオーケストラの世界
　　　　　　　　　　　佐伯　茂樹
私の松本清張論　　　　辻井　　喬
無縁社会
ＮＨＫ「無縁社会プロジェクト」取材班

人は一瞬で変われる　　鎌田　　實
この人から受け継ぐもの　井上ひさし
お江　　　　　　　　　小和田哲男
愚者の質問　　　　　　倉本　　聰
小堀遠州の美を訪ねて　小堀　宗慶
清冽　　　　　　　　　後藤　正治
人材獲得競争　　　　　竹内　　宏
子どもが病気になったとき読む本
　　　　　　　　　　　梶谷まきこ
すぐ役に立つ家族のための認知症介護
　　　　　　　　　　　代居真知子
チャイナ・インパクト　柴田　　聡
女の子脳男の子脳
　　　　　　　リーズ・エリオット
いちばんここに似合う人
　　　　　　　ミランダ・ジュライ
エコラム　　　リリー・フランキー
長屋の富　　　　　　　立川談四楼
挑戦力　　　　　　　　岡崎　朋美
《児童書》
ゾウになった赤ちゃん
　　　　　　　ジョーン・エイキン
遠い親せき　　ウーリー・オルレブ
よるのいえ　　　　べス・クロムス
ふたりの箱　クロード・Ｋ．デュボア
ごめんね！　　　ティム・ワーンズ
だがしかし　　　　　　西村　繁男
とこやにいったライオン　おくはらゆめ
みんなとぶよ！　　いしかわこうじ

　

■
バ
イ
オ
マ
ス
実
験
棟
竣
工
式

　
　

―
 

木
質
資
源
の
有
効
活
用
を
目
指
し
研
究 ―

　

一
月
二
十
六
日
に
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
バ
イ

オ
マ
ス
実
験
棟
の
竣
工
式
と
実
証
試
験
用
粉
砕

機
の
公
開
が
行
わ
れ
、
県
や
由
利
本
荘
市
、
関

係
企
業
な
ど
多
く
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
硫
酸
な
ど
を
使
わ

ず
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
作
る
場
合
、
木
材

チ
ッ
プ
を
細
か
く
粉
砕
す
る
こ
と
で
生
産
効
率

が
上
が
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
は
、
木
材

を
粉
砕
す
る
た
め
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
、

実
際
に
作
ら
れ
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
と
比
べ
て
二
倍
以
上
に
も
な
る
た
め

実
用
化
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
学
で
は
、

独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー・

産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
の
業
務
委
託
を
受
け
、
二
〇
〇
九

年
度
か
ら
県
産
業
技
術
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、

中
央
化
工
機
商
事
株
式
会
社
と
と
も
に
木
質
系

バ
イ
オ
マ
ス
の
微
粉
砕
機
開
発
を
進
め
、
粉
砕

時
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
従
来
の
五
分
の

一
に
抑
え
ら
れ
る
試
験
機
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 　

ま
た
、
こ
の
試
験
機
で
加
工
さ
れ
た
木
材
粉

末
を
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
原
料
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
石

油
由
来
品
の
代
替
原
料
と
し
て
利
用
し
て
い
く

こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
県
、
由
利
本

荘
市
、
森
林
組
合
な
ど
と
協
力
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
構
築
と
そ
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
て

研
究
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

■
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　

―
 

ミ
ニ
か
ま
く
ら
づ
く
り
で
地
域
交
流 ―

　

冬
の
恒
例
行
事
、
ホ
ッ
プ・

ス
テ
ッ
プ・

キ
ャ
ン
パ
ス
が
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
南
内
越
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の
皆

さ
ま
が
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
学
生
を
歓

迎
す
る
意
味
を
込
め
て
始
め
て
く
だ
さ
っ
た
も

の
で
、
今
年
で
十
三
回
を
数
え
ま
す
。
今
年
は

廃
油
ろ
う
そ
く
づ
く
り
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て

ミ
ニ
ミ
ニ
科
学
教
室
が
開
か
れ
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
に
ぎ
や
か
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

か
ま
く
ら
づ
く
り
で
は
、
小
さ
な
子
ど
も
た

ち
を
手
助
け
し
な
が
ら
か
ま
く
ら
を
作
る
学
生
、

か
ま
く
ら
を
何
個
も
積
み
重
ね
て
大
き
な
オ
ブ

ジ
ェ
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
グ
ル
ー
プ
、
今
年
の

干
支
に
ち
な
ん
で
ウ
サ
ギ
の
雪
像
を
作
る
グ
ル
ー

プ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
光
り
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
約
五
百
個
の
ミ
ニ
か
ま
く
ら
に
科

学
教
室
で
作
っ
た
ろ
う
そ
く
を
入
れ
、
点
灯
。

幻
想
的
な
光
景
を
収
め
よ
う
と
、
カ
メ
ラ
や
携

帯
電
話
を
構
え
る
参
加
者
が
印
象
的
で
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
く
だ
さ
っ
た
南
内
越
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
参

加
・
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

実証試験装置公開の様子

幻想的な光景が広がりました
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鳥
海
地
域
の
「
笹
子
雪
祭
り
」

が
今
月
五
、六
日
、「
道
の
駅　
清

水
の
里
・
鳥
海
郷
」
な
ど
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
冬
を
元
気
に
過
ご

そ
う
と
実
行
委
員
会
が
「
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
と
し
て
開
催
。
伝
統

行
事
の
「
用
心
巡
り
」「
雪
中
田

植
え
」
な
ど
、
多
彩
な
内
容
。

　
五
日
の
夜
に
行
わ
れ
た
「
雪
と

炎
の
祭
典
」
で
は
、
雪
山
に
造
ら

れ
た
ス
ギ
ッ
チ
の
雪
像
を
松
明
や

か
が
り
火
、
ろ
う
そ
く
の
火
が

明
々
と
照
ら
し
、
幻
想
的
な
ム
ー

ド
が
観
衆
を
包
み
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
滝
沢
水
辺
プ

ラ
ザ
協
議
会
主
催
に
よ
る
「
雪

ま
つ
り
」
が
一
月
二
十
九
日
、
西

滝
沢
水
辺
プ
ラ
ザ
「
多
目
的
広

場
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
交
流
を
図
る
同
施
設
の

環
境
学
習
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
た
雪
ま
つ
り
で
は
、
宝
さ

が
し
ゲ
ー
ム
や
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

レ
ー
ス
、
そ
り
滑
り
レ
ー
ス
な

ど
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
約
五

十
組
の
親
子
な
ど
が
歓
声
を
上

げ
な
が
ら
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
数
学
や
英
語
に
興
味
関
心
を
持

ち
、
さ
ら
に
力
を
伸
ば
し
た
い
と

い
う
意
欲
を
持
つ
市
内
の
中
学
一
、

二
年
生
七
十
人
を
対
象
に
一
月
二

十
二
日
、「
中
学
生
ア
カ
デ
ミ
ー
」

が
由
利
高
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
県
立
大
学
経
営
シ
ス
テ

ム
学
科
の
木
村
寛
准
教
授
（
数

学
）
と
国
際
教
養
大
学
大
学
院
英

語
教
育
実
践
領
域
の
内
田
浩
樹
准

教
授
（
英
語
）。
各
自
が
選
択
し

た
教
科
の
授
業
を
熱
心
に
受
け
、

生
徒
か
ら
は
「
数
学
の
奥
深
さ
、

楽
し
さ
を
改
め
て
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
た
」「
ア
カ
デ
ミ
ー
に
参

加
し
た
お
か
げ
で
英
語
に
も
っ
と

興
味
が
持
て
た
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。
授
業
の
後
に
は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
講
話
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
南
内
越
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
（
冨
樫
隆
夫
代
表
）
が
主

催
す
る
「
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・

キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
一
月
三
十
日
、

県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
、
親
子
連
れ
や
学
生
な
ど
約

百
五
十
人
が
参
加
し
、
ミ
ニ
か
ま

く
ら
づ
く
り
や
た
こ
揚
げ
教
室
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
家
族
四
人

で
参
加
し
た
今
野
理
恵
さ
ん
（
29

歳・

藤
崎
）
は
「
子
ど
も
た
ち
も

雪
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
」、

息
子
の
理
武
斗
君
（
子
吉
小
１

年
）
は
「
お
父
さ
ん
に
手
伝
っ
て

も
ら
っ
て
上
手
に
で
き
た
よ
」
と

元
気
い
っ
ぱ
い
。

　
夕
暮
れ
に
は
ミ
ニ
か
ま
く
ら
の

ろ
う
そ
く
に
火
を
と
も
し
、
会
場

が
温
か
い
光
に
包
ま
れ
る
と
、
恒

例
の
打
ち
上
げ
花
火
が
冬
の
夜
空

を
彩
り
ま
し
た
。
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　渡辺ヤヨエさん（明治44年
２月７日生まれ・川口）に、
市から賀詞と長寿祝い金が贈
呈されました。
　どうぞこれからもお元気で
お過ごしください。

　　 こうよう

　　  こ はな

　　 はな え

　こ　ゆ　き

　　  る  な

　  しゅうや

　　  み　う

　　 そうすけ

　  しょうや

　　 ゆず は

　　  た いち

髙沢　光陽ちゃん（照明さん）三条

藏重　瑚花ちゃん（健司さん）石脇

藤内　英恵ちゃん（大輔さん）内越

小嶋小夕姫ちゃん（正広さん）薬師堂

成田　琉月ちゃん（智也さん）二十六木

伊藤　柊也ちゃん（進也さん）石脇

齊藤　美羽ちゃん（俊信さん）砂子下

小野　蒼介ちゃん（俊光さん）一番堰

今野　翔哉ちゃん（和也さん）二十六木

土田　柚羽ちゃん（　孝　さん）中梵天

斎藤　太一ちゃん（　陽　さん）八幡下

　　  の  い

　　  さ  よ

しゅうのすけ

　　 はる と

　　　  ひなた

　　 ゆう な

　　 なる き

　　 さら ら

　　　　しゅう

　　 けい た

　　 ゆう き

大須賀乃衣ちゃん（　修　さん）東梵天

菊地　紗世ちゃん（二哉さん）出戸町字赤沼下道

工藤柊之介ちゃん（　将　さん）小人町

佐々木悠人ちゃん（悠介さん）石脇

兵藤　　陽ちゃん（　亘　さん）本田仲町

杉谷　優菜ちゃん（亮輔さん）中梵天

池田　成希ちゃん（　勝　さん）岩城二古

高橋　更良ちゃん（　修　さん）岩城二古

三浦　　秀ちゃん（　淳　さん）山本

佐々木圭太ちゃん（洋一さん）五十土

三浦　優希ちゃん（伸一さん）松本

　　  さ  ら

　　  ゆ  あ

　　  ゆ  う

　　　　かえで

　　 ゆい と

　　　　じん

　　  り  な

　　  ゆ  あ

　　  り  と

畠山　紗羅ちゃん（　賢　さん）岩谷町

畑山　由空ちゃん（清和さん）東由利宿

畑山　由羽ちゃん（清和さん）東由利宿

小野　　楓ちゃん（貴之さん）東由利舘合

佐藤　惟人ちゃん（隆光さん）西目町西目

佐々木　陣ちゃん（　淳　さん）西目町出戸

伊藤　莉奈ちゃん（信敏さん）西目町出戸

佐藤　柚愛ちゃん（美樹さん）鳥海町伏見

三浦　理斗ちゃん（達也さん）鳥海町下直根

「わかくさキッズ」へどうぞ
日時／２月24日㈭
　　　午前10時～11時30分
場所／若草幼稚園
内容／●幼稚園のみんなと一緒
　に遊ぼうよ●かわいいおひな
　様を作りましょう
対象／未就園児
持ち物／内ズック、お着替え
問い合わせ／若草幼稚園

☎22－0852

「ゆり養ショップ」のお知らせ日時／２月26日㈯・27日㈰　　　午前10時～午後３時場所／イオンスーパーセンター　本荘店
内容／本校生徒の作業製品の販　売、学校紹介パネルの展示な　ど（木工製品、陶芸製品、ビー　ズ製品、メモ帳、ほか）問い合わせ／県立ゆり養護学校近藤☎27－2631

尾崎小学校吹奏楽部
あしたの風コンサート
日時／２月26日㈯
　　　開場　午前９時30分
　　　開演　午前10時
場所／尾崎小学校
問い合わせ／尾崎小学校吹奏楽部

武藤☎24－1236

外国の方を対象にした「ひなま

つり交流会」を開催します

日時／２月27日㈰　午前10時30

　分～午後２時30分
場所／鶴舞会館
対象／本市・にかほ市在住の外

　国人とその家族
参加費／500円（小学生以下無料）

申し込み・問い合わせ／２月20

　日㈰まで「わぴえ」中村☎22

　－3078
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佐藤　順治さん
（川口・68歳）

大場弥治圓さん
（谷山小路・73歳）

田口孝太郎さん
（石脇・85歳）

渡部サカヱさん
（松ヶ崎・86歳）

本間　冨男さん
（田町・78歳）

佐々木ツマさん
（松ヶ崎・93歳）

小松　サヱさん
（東梵天・84歳）

　田　正一さん
（松ヶ崎・81歳）

伊藤　俊一さん
（花畑町・61歳）

岡本　リヱさん
（二十六木・84歳）

金子　貞治さん
（藤崎・89歳）

髙野　イマさん
（畑谷・91歳）

尾留川昭吉さん
（藤崎・83歳）

冨樫　　茂さん
（薬師堂・81歳）

猪股　常治さん
（館・90歳）

堀　　ユキさん
（内越・97歳）

柳原　　端さん
（西梵天・71歳）

今野　雅昭さん
（岩渕下・68歳）

池田　四郎さん
（葛法・83歳）

西野　惇子さん
（御門・78歳）

佐々木　忠さん
（川口・63歳）

神坂　ツヨさん
（石脇・90歳）

小野すみ子さん
（大鍬町・75歳）

渋谷　キノさん
（館・87歳）

佐藤フサ子さん
（矢島町七日町・84歳）
小番新一郎さん
（矢島町立石・84歳）

茂木　キセさん
（矢島町新荘・76歳）

進藤　久藏さん
（岩城上黒川・85歳）

吉田　サキさん
（岩城上蛇田・88歳）

熊谷タツヨさん
（西沢・83歳）

菊地正之助さん
（中田代・84歳）

鎌田　チヱさん
（岩谷町・91歳）

佐藤マサミさん
（東由利黒渕・89歳）

阿部　キタさん
（東由利法内・91歳）

小松　　実さん
（東由利舘合・47歳）

小野留太郎さん
（東由利蔵・87歳）

鷹島アサヱさん
（西目町沼田・81歳）

齋藤　良治さん
（西目町沼田・80歳）

佐々木利吉さん
（鳥海町下笹子・72歳）
赤川ハルヨさん
（鳥海町下笹子・81歳）
奥山チヱコさん
（鳥海町上笹子・90歳）
佐藤　シメさん
（鳥海町下川内・84歳）
豊島　ハツさん
（鳥海町上川内・94歳）

「本荘陶芸クラブ会員募集」
　新規入会説明・工房見学を行
います。
日時／３月６日㈰　午前10時
場所／石脇字尾花沢54－89
　世界でたった一つの自分の
作品を造ってみませんか？
定例会／毎月第１・第３日曜日、
　　　　　　第２・第４金曜日
入会金／7,000円
会費／月2,000円
申し込み・問い合わせ／
　今野（会長）☎22－1828
　加賀屋　　　☎23－4309

高校生向け英語合宿開催！
　国際教養大学の学生が総合的
英語力を自立して上達させるノ
ウハウ伝授と英語小論文を指導
します。４泊５日の英語漬け合
宿！
期間／３月26日㈯～30日㈬
合宿場所／ユースプラトー（鳥
　海高原花立牧場公園宿泊施設）
参加費／29,800円
定員／先着20人
申し込み・問い合わせ／下田
　メール  i1011042@gl.aiu.ac.jp
※①氏名②住所③自宅電話番号
　④携帯電話番号⑤高校⑥学年
　⑦メールアドレス（携帯可）
　⑧性別の情報をお送りください。
※詳しくはこちらをご覧ください。
　http://jumpstarter.zxq.net/

訂　正
　本紙２月１日号22㌻「市民伝言板」中、
ママといっしょ　ふっとフット、健康【無
料】体験会フットリンパマッサージ（女
性限定）の申し込み・問い合わせ先　木
村さんは☎080－1670－7186　です。

第６回　市社会人フットサル大会参加チーム募集！
日時／３月12日㈯・13日㈰場所／市総合体育館
代表者抽選会／３月４日㈮

（※先着24チーム）参加料／１チーム2,000円
※詳しくはお問い合わせください。申し込み・問い合わせ／
　佐藤剛☎090－2277－5416　メール  yurihonjo_fa@yahoo.co.jp

ごう

y jp

太極拳講習会
日時／２月22日㈫　午後１時30

　分～３時30分・25日㈮　午前

　10時30分～11時30分
場所／ポンパル
問い合わせ／由利本荘市太極拳

　協会☎090－2956－0348




